
横浜開港祭  チャリティー吹奏楽コンサート  ザ ブラス クルーズとは？　
　1995 年に高秀横浜市長の発案で事業化。1854 年の「黒船来航」を契機に始まった「日本の吹奏楽」発祥の地、横浜の記念等として自衛隊音楽隊の演奏会を開催し、
広く国民へ自衛隊活動への理解と認知を促す機会とすることを目的に準備された。一般団体からの要望もあり、お互いの演奏演技を見せ合い評価し合う「鑑評会」として行い

「技にさらに磨きを掛ける機会」にしたいとのことから、「日本を代表する吹奏楽団」等が中心の複数団体による演奏会へと変更された。さらに海上保安活動への理解
と認知を促す機会としての開催希望もあった他、中央省庁からは、吹奏楽演奏に触れることにより街が活性化をする機会として、また、文化芸術のさらなる普及・発展の機会等
を目的にすること等の指導があり、関係組織の大会実績等による照会・推薦を受けた団体から、さらに選抜して 6 月の横浜開港記念日に合わせて行う日本を代表する音楽隊、
吹奏楽団、マーチングユニット等による演奏会として 2000 年より実施されている。自衛隊音楽隊には国家を代表する「特別出演：模範演奏」団体として参加を要請をしている。
　併せて場内では「青い羽根」募金（主管：日本水難救済会）支援として、チャリティー募金「吹奏楽イベント」として今年で、28 回目の開催となる。　
　当会からは、国県市等への支援、表彰、報奨、協働、協調、協力、後援等の要請を行い「日本の吹奏楽発祥の地、横浜」の周知と認知を促している。
　主催の実行委員会は、横浜開港祭協議会（横浜市、横浜商工会議所、横浜観光協会、横浜青年会議所）の主導により、2001 年に結成された公設民営型のボランティア団体。
政権与党、野党第一党及び中央の音楽議員連盟をはじめ、吹奏楽関連組織、企業等との幅広い連携、協力・支援・指導を受けている。

　2026 年度の表彰、報奨は、以下の通り。（表彰の趣旨は下段：全て前年度実績：今年度は調整予定）
　　★内閣総理大臣賞
　　　規定の社会貢献度事前評価及び当日の演奏で、卓越したレベルの演奏を示した教育機関・組織・団体を表彰する。（総合評価：第 1 席）
　★文部科学大臣賞
　　　規定の社会貢献度事前評価及び当日の演奏で、卓越したレベルの演奏を示した教育機関・組織・団体を表彰する。（総合評価：第 2 席）
　★総務大臣賞（いきいき まちづくり賞）
　　　規定の社会貢献度事前評価及び当日の演奏で、卓越したレベルの演奏を示した教育機関・組織・団体を表彰する。（総合評価：第 3 席）
　★神奈川県知事賞
　　　規定の社会貢献度事前評価及び当日の演奏評価により選考された団体を表彰する。（総合評価：第 4 席）
　★横浜市長賞
　　　規定の社会貢献度事前評価及び当日の演奏評価により選考された団体を表彰する。（総合評価：第 5 席）
　★本牧山 - 妙香寺賞
　　　「日本吹奏楽発祥の地」本牧山 - 妙香寺による報奨で、形式にとらわれない様々な「洋楽スタイルと表現力」の評価により選考された団体を表彰する。
　★自由民主党総裁賞（与党 第 1 党）
　　　「率先垂範から指導育成し、師弟ともに日本を代表する卓越したレベル」の演奏を示した団体を表彰する。
　★国民民主党代表賞（野党 第 1 党）
　　　吹奏楽に親しみ、その演奏を通して「社会に活力を与えた団体」を表彰する。
　★日本ユネスコ協会賞（「国際連合教育科学文化機関横浜支部」）
　　　人の心に音楽を！　演奏表現によって「人の心の中に平和の砦を築かねばならない」というユネスコ精神を示した団体を表彰する。（社会貢献度評価：第 2 席）
　　　多国間文化協力や国際文化交流を通じ、国際平和、人類の福祉の促進に貢献した団体を表彰
　★エバラ 黄金の味 賞 ※大臣賞の副賞
　　「味のある演奏 賞」　黄金の味　中辛 480g　100 本


